



























































































































って作られた和製類書が含まれている。日本の歴代の文人には類書の使用を重視する伝統がある。 『日本国見在書目録』には『修文殿御覧』 『藝文類聚』 『初学記』など中国の の名が載せられている
３
。後に『藝文類聚』




































方をまとめると、 『韻府群玉』の現存諸版中、最古の刊本は元元統二年（一三三四）に刊刻されたものとなる。また、日本で最も広く行われたのは元統二年刊本 底本にして刊刻された日本南北朝刊 ある。 『太平記』 が 『韻





















































剣を海岸で拾い、それを日野資明に献上した。この剣は元暦の代に海底に失われた宝剣だと う神託の真偽について、資明が平野社の神主である神祇大副兼員に問い合わせる場面である。資明は三種の神器 諸説には信をおきがたく、世間に笑われることを避け ため、兼員の説を正説としたいと述べた。ここではそのことを画工が牛の尾の方向を誤って描き、牧童に笑わたという故事を引用して説明している。この故事の典拠について 『太平記鈔』は『萬花谷』第三十三巻の記載「有藏戴崧牛闘與客觀、旁有一牧童曰、牛闘力在前、尾入兩股間、今尾棹何也、出仇池筆記」を取り上げ 、『仇池筆記』にこの故事が見えるとした
１４
。この『仇池筆記』は様々な逸






























いう表現の原拠だと考えて間違いない。それならば、 『太平記』作者が『東坡志林』を利用した可能性があるか否かが問題に る。 『東坡志林 の成立と版本について、周先慎氏は『東坡志林』には一巻本、五巻本、十二巻本と異なる伝本が存在し、流布本にあたるのは明の万暦年間に趙開美が刊行した五巻本で、商濬が編集した十二巻本も同じ時期 完成したと指摘した２１
。注意を払うべきところは、五巻本と十二巻本の成立は『太平記』の完
成した後のことなの 『太平記』作者が触れることはでき 点である。また、南宋に刊行された『百川学海 に一巻本の『東坡志林』が収録されたが、この一巻本には蘇軾の十三篇の史論しか収められていない
２２
。 『太

















本に伝入された記録が見えない 「普門院經論章疏語録儒書等目録」 は 「注坡詞
 二冊、東坡長短句
 一冊」という記録が見られるが、蘇軾の別集の名
は見られない。また、道元の『正法眼蔵』 、中巌圓月「空華 序」 蘇軾の詩文が引用されているが その史論・雑談などの受容は見 な 。さらに、五山僧の読書圏をめぐって、芳賀氏は宋の陸游 『老学庵筆記』 、王応麟の『困学記聞』 、洪邁の『容斎随筆』 、趙興時の『賓退録』 苑正敏 遯斎閑覧』 、羅大経の『鶴林玉露』 、明の都穆の『聴雨紀談』などの随 ・雑記がよく読まれていたと指摘したが
２５
、 『東坡志林』は言及されていない。






















画牛」と比べると、 『韻府群玉』の方がより簡明に故事をまとめていることがわかる。 『太平記』の表現は『東坡志林』に載せられた故事のように全文を引用するのではなく、主旨をまとめて引用したものである。そうしたところも故事を簡略に引用する類書 性格に近いと思われる。 『韻府群玉』の記述は、 『太平記』の「闘牛之尾ヲ誤テ、牧童ニ笑レタル事」の表現と対応している。
 
一方、注意を払うべきところは、 「書戴嵩画牛」という故事は、 『韻府群





のことから考えて、 「書戴嵩画牛」の故事 『事 備要』から継承したものだと思われる。
 
ところで、長澤規矩也氏の調査によると、日本に現存した宋元版の書物















































 此師直、一条今出川ニ、故兵部卿親王ノ御母、宣旨之三位殿之栖荒シ給ヒシ古御所ヲ點シテ、唐門、棟門四方ニアケ、釣殿、渡殿、泉殿、棟梁高ク造リ双テ、奇麗壮観ヲ逞シクセリ。泉水ニハ 伊勢嶋雑賀之大石共ヲ集レハ、車輾テ軸ヲクタキ、呉牛喘テ舌ヲ垂ル 樹ニハ、月中之桂、仙宗之菊、吉野之櫻、尾上之松 露霜染シ紅之、八一入之岡ノ下紅葉、西行法師カ古枯葉 風ヲ詠ソメケム難波之蘆ノ一村、在原中将之露分シ 宇都之山邊之蔦カヱテ 名所々々之風景ヲ、サナカラ庭ニ集メタリ、
 
 右は高師直が故大塔宮の母宣旨之三位殿の邸を強制的に取り上げて、名











































































はじめと 和製の類書から深い影響を受けたと指摘 たが、 「喘月呉牛」の故事は『明文抄』 『玉函秘抄』 『管蠡抄』 『世俗諺文』などのいずれの類書にも収められていない。確かに、この故事は平安時代の文献に既に見られるため、 『太平記』作者には一般教養と
して既知のものであった可能性はあ
る。ま 、この故事は中国の類書にも早い段階から収められるものでもあった。しかし そ 一方で、さきに検討した「書戴嵩画牛」とこの「喘月吳
牛」は『韻府群玉』の同巻に配置され、同じ「牛」という韻類に収めら











































る。ここでは自分の力を知らず、強大な敵を滅ぼそうとする が非常に難しいことを「蟷螂」と「精衛」の故事を取り上げて喩えている。 『太平記』では「蟷螂」に関する表現は、巻十四「足利殿與新田殿確執事付両家奏状事」 、巻十五「多々良濱合戦事」 、巻十九「桃井坂東勢追奥州勢跡道々合戦事」にも現れる。その典拠は『荘子』 「内篇」である
３４
。一方、 「精衛」に




























































































































































から影響を受けた可能性があると考えられる。住吉氏が『韻府群玉』に対して、 「類書を繰って故事を裁量し、韻書を繙いて格律を確かめる、といった手間をさえ省き、韻書、類書の効用を一挙にし 両得しようという『韻府（群玉） 』の新案が、こうした要求に投じて大いに流行 た実情も、容易に諒解することができる」
３６
と評価したように、 『太平記』作者はこれを





て最新の中国文学の情報を手に入れることができた。 『太平記』作者はこのような類書を使って豊富な文章表現を形成できたものと思われる。今後の課題とし 、 引き続き 『太平記』 における中国の類書 受容を考察したい。
 
                                        
               
 
１  遠藤光正氏「類書の伝来と軍記物語」 （ 『日本中国学会報』第二十九号、一九七七年） 。
 
２  伊藤美重子氏「類書について」 （ 『お茶の水女子大学中国文学会報』第二十四号、お茶の水女子大学、二〇〇五年） 。
 
３  小島憲之氏「平安朝述作物の或る場合―「類書」の利用をめぐって―」（ 『人文研究』第二十一号、一九七 年） 。
 




６  芳賀幸四郎氏『中世禅林の学問および文学に関する研究』第二編第 章「大陸文学の鑑賞と研究」 （日本学術振興会、一 五六年。思文閣、一九八一年再刊） 。
 
７  住吉朋彦氏『中世日本漢学の基礎研究』第二章第一節「 韻府群玉』版本考―原本系統」 （汲古書院、二〇一二年。初出、 「 『韻府群玉 版本考（一） 」 『斯道文庫論集』第三十五輯、 〇〇一年） 。
 
８  住吉朋彦氏注７前掲論 。
 
９  川瀬一馬氏『五山版の研究』上巻附章附二「解説篇」 （日本古書籍商協会、一九七〇年） 。
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 『四庫全書総目』 （中華書局、一九六五年） 。
 
１６
 孔凡礼氏「点校説明」 『全宋筆記』第一編「仇池筆記」 （大象出版社、二〇〇三年） 。
 
１７
 日本古典文学大系『太平記』 （二）頭注（岩波書店、一九六一年） 。
 
１８
 新編日本古典文学全集『太平記』 （三）頭注（小学館、一九九七年） 。
 
１９
 増田欣氏『太平記の比較文学的研究』第二章「中国詩文集の摂取に関する考察」 （角川書店、一九七六年） 。
 
２０
 王松齢氏校『東坡志林』 （中華書局、一九八一年） 。
 
２１






















 長澤規矩也氏『長澤規矩也著作集』第三巻 宋元版の研究 「関東現存宋元版書目」及び「関西現存宋元版書目」 （未定稿） 汲古 院 八三年） 。芳村弘道氏 本邦伝来の宋 『錦繡萬花谷』 『学林』第二十四号、一九九六年）もこの問題を触れている。
 
２９






 目加田誠氏「世説新語・解題」 （新釈漢文大系『世説新語』明治書院、一九七五年） 。
 
３２
 龔斌氏『世説新語校釋』 （上海古籍出版社、二〇 一年） 。
 
３３
 田中幹子氏「鵲について―平安詩歌を中心に―」 （ 『札幌大学女子短期大学紀要』第二十一号、一九八三年） 。
 
３４
 新編日本古典文学全集『太平記 一 頭注（小学館、一九 四年） 。
 
３５
 宋刊本『淮海集 （国立公文書館デジタルアーカイブ、請求番号：重002-0007） 。
 
３６
 住吉朋彦氏注７前掲論 。
 
